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１．はじめに 

 

 2011年 3月 11日に発生した東日本大
震災では ,死者 15,879 名 ,行方不明者
2,700 名,負傷者 6,120 名,合計 24,711 名
の人的被害を残し,家屋の被害について
は,全壊 128,911戸,半壊 268,882戸,全半
焼 279 戸,床上浸水 19,790 戸,床下浸水
15,630戸,一部破損 73万 3,719戸であっ
た.（2013 年 1 月 16 日警察庁発表）.ま
た,この被害を甚大にしたのは,単に地震
による建物倒壊や火災だけでなく,津波
の発生によるところが大きく,また,原子
力発電所の津波被害による放射能汚染な

ども,現在及び将来にわたって,日本人の
生活に大きく影響し,数値では表せない
被害があった.構造線や活断層が縦横無
尽に存在する日本列島では,どこでも巨

大地震が起こっても不思議ではなくい.
また,津波だけでなく,雨期や台風などの
降雨により,河川の氾濫等も地球温暖化
の影響で頻繁に起こってきている.した
がって,日本人は地震や水害等に対し,防
災意識を高め,普段から備えている必要
がある. 
 Project WET (Project Water Education 

for Teachers,以下WETと略す)は,アメリ

カ合衆国モンタナ州ボーズマンに本部を

置く「プロジェクト WETインターナショ

ナル」が開発した,人間と水との関わり合

いをテーマとする水環境教育プログラム

である.その目的は,小中学校等の教室で

使える教育内容・教材の開発と普及,およ

び国際的なプロジェクト WET・プログラ

ムの制作・普及を通じて,水についての認

識,理解,知識を深め,責任感を持つこと

を奨励することにある.水全般について,

東日本大震災 1年後の小学校の総合的な学習の時間における 

防災意識向上のための取組み 
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＜概 要＞ 

 日本は地震国であり,洪水などの水害も頻発するので,普段から防災意識を高め

備える必要がある.そこで,本研究では,震災 1 年後に Project WET のアクティビテ

ィを利用した水の重要性の理解や防災意識の向上等を目的としたプログラムを開

発し,多摩市立東落合小学校 3年生に対して大学生が中心となり,出前授業の形で実

施した.防災意識を高めるために各家庭で,児童と保護者が一緒に避難先や非常持

ち出し品について話し合う宿題を課し,その宿題に対する保護者のアンケート回答

について調べた. 
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単に知識を与えるということでなく,自

ら考えながら楽しく学ばせる工夫がなさ

れている.Project WETのアクティビティ

には,大小のグループによる学習,からだ

を動かすアクティビティ,実験,地域や世

界の話題についての討論,コミュニティ

活動への参加など,さまざまな形式があ

り,その中には水災害に関する防災意識

を高めるアクティビティも含まれる. 

 WET と同様にアメリカで開発された

Project Learning Tree (以下PLTと略す)

は,アメリカ森林基金（American Forest 

Foundation）が提供する森林環境教育プ

ログラムであり,児童に対して教室や校

庭などの校内において体験型で教育でき

るアクティビティがある.また,最近は教

室での環境教育の効果的な内容と PLT教

育スタッフ等が組織するＮＰＯなどの小

学校へ出前授業等を行うシステムを

GreenSchool として全米で推進してい

る. 

アメリカと同様に日本の小学校の教諭

も通常の教育業務で忙しく,環境教育等

の専門性の高い内容を授業で教えるため

の準備はなかなか出来ないので,市民で

組織するＮＰＯや大学生のサークルなど

が中心となり,総合的な学習の時間での

ゲストティーチャーや学校支援ボランテ

ィアにより専門的な内容を教える必要が

ある. 

そこで,本研究では,東日本大震災から

1年後の 2012年 3月に,Project WETのア

クティビティを利用した水の大切さと防

災意識を高めるためのプログラム（指導

案）を作成し,多摩市立東落合小学校 3

年生に対して実施し,その効果を検討し

た.また,大学生中心のスタッフが担任と

事前に協議して指導案作成および授業指

導をおこない,学生中心の出前授業の形

態を試行した. 

 

２．方法 

 

 対象：多摩市立東落合小学校 3年生（2

クラス 65名）を対象に行った.この児童

は 1学期および 2学期に各回 90分の全 9

回の森林環境教育プログラムの内容で総

合的な学習の時間を使って東京農工大学

環境資源科学科 4年生（卒研生）と大学

院生がスタッフとなり授業を行ってい

る. 

日時：2012年 3月 1日,7日,13日の 3

日間の午前中に各クラス 2 時間（90 分）

ずつ総合的な学習の時間として授業を行

った. 

スタッフ：初めて小学校の授業を担当

する東京農工大学 3・４年生 4 名がスタ

ッフとして授業を行った.指導案作りに

先立ち WETのエデュケーター養成 6時間

セミナーを 4名に対して行った. 

以下に各回の授業内容を挙げる. 

 

第 1回（3月 1日） 地球の水について

学ぼう 

場所：多目的室など活動スペース(ビーチ

ボールを投げ合える広さ) 

ねらい 

 地球には大量の水がある一方で,人間

が使用可能な量はごくわずかだという希

少性について理解し,「水を大切にする」

Part Two:  Educational Objectives (What are the teaching goals?)
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 地球には大量の水がある一方で,人間

が使用可能な量はごくわずかだという希

少性について理解し,「水を大切にする」

「よごさない」という意識を児童にめば

えさせる 

達成目標 

 ・地球には大量の水があることを理解

する 

 ・大量の水がある一方,人間が使える水

(淡水)はごくわずかだということを学ぶ 

 ・限りある水を大切に使うために,具体

的な行動案を考え,発表できる 

 

 

図 1 青い惑星の実施風景 

 

実施プログラム 

１） 青い惑星 

確率の原理を用いて,地球表面の

海と陸の割合を調べるアクティビ

ティ.地球儀のように,地球表面の

地図が印刷されたビーチボールを

児童で投げ合い,キャッチした際,

右手の人差指の指した箇所が「海」

であるか「陸」であるか記録して

いく.面積比が海・陸を示す確率に

なるので,ボールを投げ合う回数

を増やすと海：陸＝７：３に近づ

いていく. 

２）大海の一滴 

「青い惑星」を受けて,水は大量に

ある一方で,人間が利用できる量

はごくわずかだと視覚的に学習さ

せるデモンストレーション.地球

上の水を「海水」「氷河」「地下水」

「淡水」と４種に大別し,その比率

を学習する.１L の水を「地球上の

すべての水」と仮定した上で,人間

が使える水の量を予想し,発表さ

せる.そののちに,１L の水を４種

の比率に準じて,各容器へと分け

ていく. 

 

図２ 大海の一滴の実施風景 

 

第２回（3 月 7 日） 生きるには水が必

要だ 

場所：教室 

ねらい 

 人間を含め,動植物の生存には水が欠

かせないことを学ぶ.また,災害の発生を

想定して,生きるために必要な「非常持ち

出し品」を児童に考えさせ,各家庭での防

災意識を高める. 

達成目標 

 ・人間を含めた動植物が生きていくに

は,水が欠かせないことを理解する. 
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 ・災害時に持ち出すべきもの,不要なも

のについて区別できるようになる. 

 ・各家庭で災害が発生したときの避難

場所や集合の方法について話し合わせ

る. 

 

図３ アクアボディでの寸劇 

 

図４ 行動を起こせ！でのグループ活動 

 

実施プログラム 

１） アクアボディ（前半）水に関す

る寸劇 －ふたりの旅人 

人間が生きていくには水が絶対

不可欠であることを理解させる寸

劇.沙漠で迷ってしまった 2名の旅

人を登場させ,「水だけを持ってい

る旅人 A」と「食糧だけ(水分の少

ないもの)を持っている旅人 B」の

うち,1 ヶ月後まで生き残れるのは

どちらか児童に予想させる.予想

ののち,劇中で答えを発表し,人間

が,水だけであるいは食料だけで

生きられる期間について学ぶ. 

２） アクアボディ（後半） 

ヒトや動植物の含水率(全体の

何％が水で占められているのか)

を学習するアクティビティ.あら

かじめ,任意の動植物の含水率を

調べておき,それらのイラストを

描いたぬり絵を児童に配布する.

児童は各生物の含水率を予想し,

青色系のペン等でイラストを塗り

つぶす.イラストの大半が青で塗

りつぶされることによって,「生物

には水が必要だ」ということを視

覚的に学習させる. 

３） 行動を起こせ！ 

災害の発生を想定し,非常持ち

出し品や避難場所を児童それぞれ

に考えさせるアクティビティ.ま

ず,5 名程度ごとに児童をグループ

にし,避難の際に持っていきたい

ものを 2分間で書きださせる.その

後,クラス全体でその考えを共有

し,不要なもの,また不足している

ものはないか意見を交換させる.

最後に非常持ち出し品の例と地域

のハザードマップ(行政が発行し

ているもの)を児童に配布する.児

童個人に,最寄りの避難場所を確

かめさせ,そこへのルートを理解

させる. 

 

Part Two:  Educational Objectives (What are the teaching goals?)
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宿題：各家庭の協力をえて宿題「おうち

で考えよう！ 行動を起こせ」を実施さ

せる.非常持ち出し品の保管場所,災害時

に家族がばらばらであったときの集合方

法,児童が親と連絡を取る際の電話番号

の確認などが内容である.学校の宿題と

することで各家庭がかならず実施し,児

童の積極的な参加が期待できる.また,東

日本大震災が起こった3月11日はこの年

は日曜であり,その日に各家庭で宿題を

実践するようにさせた. 

 

 

図５ 家族で宿題するための保護者へのお願

い 

 

第３回（3月 13日） 水の性質について

学ぼう 

場所：ランチルーム 

ねらい 

 おはじきやクリップなど,身近なもの

を使ったゲームを通し,「水」の特性であ

る「表面張力」について学習する. 

達成目標 

 ・防災意識についての確認 

 ・表面張力によって,水の表面に「膜」

が生じたようになることを理解する. 

 ・ゲームを通し,表面張力の強さを体感

する. 

 

実施プログラム 

１）授業に先立ち,第 2回の宿題であっ

た,非常持ち出し品の保管場所,災害時に

家族がばらばらであったときの集合方法,

児童が親と連絡を取る際の電話番号の確

認などについて家族との話し合い内容を

発表させた. 

２）水のオリンピック 

  水の表面張力をゲームで体感するア

クティビティ. 

  第一に,ふちまで水を張ったコップ

におはじきを入れる「おはじきゲーム」

を行う.表面張力によって水面が盛り

上がり,膜が張られていることを理解

する. 

  第二に,盛り上がった状態の水面に

クリップを浮かべる「クリップゲーム」

を行う. 

表面張力で生じた「膜」は,多数のクリッ

プを浮かべられることを理解する. 
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図６ 第 3回の実施風景 

 
図 7 水のオリンピックでの水の表面張力 

 

３．家庭でのアンケートと集計 

 

 第 2回の宿題と共に保護者に対し,「お

子様と災害への備えを考える機会はいか

がでしたか？ よろしければご意見・ご

感想をご記入ください.」の質問をした.

集計結果を表 1に示す.回答数 53名の中

で,ほとんどの保護者は家庭で避難先・持

ち出し品等を話し合う機会ができたこと

に対し,評価したものが多かったが,1名

が否定的な回答であり,3名が活動に対

して肯定的とも否定的とも取れない回答

であった.ただし,53名のアンケートで

あるが,複数の項目がかかれている場合

があり,度数として集計した. 

 

表１．宿題に対する保護者のアンケート結果 

 回答内容 度
数 

度
数 

肯
定
的 

子どもと話し,確認する良

い機会になった 

39  

 

 

 

 

51 

これからも定期的に,（日

頃から）話し合いたい 

7 

防災用品に対して準備し

てなかったので,用意した

い 

4 

防災マップを見て勉強で

きてよかった 

1 

否
定
的 

災害の混乱時に（話し合っ
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そ
の
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図６ 第 3回の実施風景 

 
図 7 水のオリンピックでの水の表面張力 
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４．おわりに 

 

 Project WET のアクティビティを利用

して,水の希少性・重要性,水の物理的特

性などを理解し,また,東日本大震災の 1

年後に合わせて,防災意識を高めるため

のプログラムを小学校 3年生の 3学期に

90分×3回の授業を総合的な学習の時間

を利用し,大学生が中心となり実施し

た.Project WETはアメリカ由来の水環境

教育であるが,日本人に対しても効果的

であることが分かった.また,大学生を指

導者として実施することが可能であるこ

とが分かった.GreenSchool として大学

生や市民のボランティアを組織すること

で日本の多くの小学校での実施が可能と

考えられる.「行動を起こせ！」を教室で

行い,宿題として家族で災害時の避難経

路や持ち出し品について話し合わせるこ

とは,児童と保護者の災害意識を高め,保

護者からの評価も高かった.市町村など

の自治体は,ホームページやパンフレッ

トにより,ハザードマップや災害時持ち

出し品リストを市民に提供しているので,

これを利用することにより,地域ごとの

教材を準備することができる.地域によ

っては,地震や火災などの災害と,洪水な

どの水害の場合では,避難先が異なる場

合もあり,学校や各家庭において,自治体

の指導を確認する機会を持つことも重要

である.




